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リ
ン
ゴ
の

的
の
話
と
し

て
有
名
な
ウ

ィ
リ
ア
ム
テ

ル
の
物
語

は
、
代
官
ゲ
ス
ラ
ー
が
オ
ー

ス
ト
リ
ア
王
の
帽
子
を
街
角

に
立
て
、
ス
イ
ス
人
に
お
じ

ぎ
を
す
る
よ
う
強
要
し
た
こ

と
が
発
端
と
な
る
。
ス
イ
ス

を
支
配
す
る
た
め
に
、
ス
イ

ス
人
と
し
て
の
誇
り
を
奪

い
、
服
従
さ
せ
よ
う
と
し
た

の
だ
。
お
じ
ぎ
を
拒
ん
だ
こ

と
を
と
が
め
ら
れ
た
テ
ル

は
、
息
子
の
頭
に
リ
ン
ゴ
を

乗
せ
て
射
る
こ
と
を
命
じ
ら

れ
る
▼
こ
の
非
道
な
命
令
を

下
す
悪
代
官
ゲ
ス
ラ
ー
と
、

「
君
が
代
起
立
条
例
」
を
強

行
し
、
従
わ
な
い
教
職
員
は

首
を
切
る
と
居
丈
高
に
主
張

す
る
橋
下
知
事
は
、
な
ん
と

も
み
ご
と
に
重
な
り
あ
う
で

は
な
い
か
▼
橋
下
知
事
は
、

議
会
で
多
数
を
握
っ
た
か
ら

ど
ん
な
こ
と
で
も
押
し
通
せ

る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
一
切
の
反
対
意
見
に
耳

を
貸
さ
ず
何
で
も
や
る
と
い

う
の
は
、
民
主
主
義
で
は
な

い
。
そ
れ
は
も
は
や
フ
ァ
シ

ズ
ム
で
あ
る
▼
ま
し
て
今
は

テ
ル
が
生
き
た
14
世
紀
の
時

代
で
は
な
い
の
だ
。
基
本
的

人
権
、
内
心
の
自
由
を
認
め

て
い
る
日
本
国
憲
法
の
も
と

で
、
公
務
員
で
あ
れ
、
教
職

員
で
あ
れ
、
内
心
の
自
由
を

踏
み
に
じ
る
条
例
な
ど
は
許

さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
大

き
く
広
く
、
父
母
・
府
民
に

心
を
込
め
て
訴
え
か
け
て
い

こ
う
。
な
に
よ
り
も
私
た
ち

の
大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
に 
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・
Ｍ
）
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橋
下
知
事
を
代
表
と
す
る

「
大
阪
維
新
の
会
」
は
、
先

の
５
月
府
議
会
に
突
如
と
し

て
「
君
が
代
・
愛
国
心
」
強

制
条
例
を
提
案
。
府
民
的
論

議
が
全
く
な
い
中
、
短
時
間

の
審
議
で
強
行
可
決
さ
せ
ま

し
た
。
内
心
の
自
由
を
侵
す

今
回
の
強
制
条
例
に
は
、
府

議
会
の
他
の
主
な
会
派
（
民

主
・
自
民
・
公
明
・
共
産
）

も
反
対
、
大
阪
府
の
中
西
教

育
長
、
仲
本
大
阪
弁
護
士
会

会
長
、
宇
都
宮
全
国
弁
護
士

会
会
長
、
教
育
評
論
家
尾
木

直
樹
氏
ら
各
方
面
か
ら
批
判

と
懸
念
の
声
が
沸
き
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
か
ら

も
、「
教
育
に
強
制
は
な
じ

ま
な
い
」（
毎
日
「
記
者
の

目
」）「
子
ど
も
に
し
わ
よ
せ

が
」（
朝
日
社
説
）
と
今
回

の
条
例
で
の
「
君
が
代
・
愛

国
心
」
強
制
に
懸
念
の
声
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
阪
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

と
り
く
ま
れ
て
い
る
全
国
の

学
者
・
文
化
人
ら
に
よ
る

「
君
が
代
」
強
制
に
反
対
す

る
ア
ピ
ー
ル
運
動
も
、
作
家

の
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
、
佐

藤
学
さ
ん
（
前
日
本
教
育
学

会
会
長
）
ら
学
者
・
文
化
人

も
呼
び
か
け
人
に
な
り
、
全

国
規
模
で
の
１
０
０
０
人
ア

ピ
ー
ル
運
動
へ
と
発
展
し
て

い
ま
す
。

は
、
冷
え
込
ん
だ
府
民
の
暮

ら
し
と
営
業
を
直
接
あ
た
た

め
、
大
阪
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り

今
回
の
震
災
・
原
発
事
故
の

教
訓
か
ら
防
災
・
福
祉
に
強

　

橋
下
知
事
は
、「
今
の
政

治
に
必
要
な
の
は
独
裁
」

「
大
阪
市
が
持
っ
て
い
る
権

限
、
力
、
お
金
を
む
し
り
取

る
」（
６
月
29
日
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
）
と
語
り
、
強
権

政
治
で
「
大
阪
都
構
想
」
実

現
を
叫
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
３
年

半
、
橋
下
知
事
が
府
民

の
た
め
に
と
り
く
ん
で

実
現
し
た
成
果
や
実
績

は
何
も
な
く
、
く
ら
し

と
雇
用
、
営
業
な
ど
は

悪
化
の
一
途
で
す
。
完

全
失
業
率
（
６
・
６

％
）、
企
業
倒
産
件
数

（
２
２
９
６
件
）、
生

活
保
護
率
（
３
・
10

％
）
を
は
じ
め
教
育
条

件
も
含
め
、
く
ら
し
や

教
育
は
全
国
最
低
レ
ベ

ル
で
す
。
今
府
政
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と

い
安
心
・
安
全
の
大
阪
へ
の

転
換
で
す
。

　

９
月
府
議
会
に
向
け
た

「
君
が
代
」
強
制
条
例
廃

止
、「
処
分
」
条
例
含
む
新

た
な
教
育
統
制
条
例
（
仮

称
）
許
さ
な
い
た
た
か
い
を

府
政
転
換
の
と
り
く
み
と
結

び
、
職
場
で
の
学
習
を
も
と

に
府
民
宣
伝
・
府
民
対
話
を

旺
盛
に
す
す
め
奮
闘
し
ま
し

ょ
う
。

思想･良心の自由思想･良心の自由
 教育を守ろう 教育を守ろう

条
例
で
の「
強
制
」に

条
例
で
の「
強
制
」に

各
方
面
か
ら
批
判
と
懸
念

各
方
面
か
ら
批
判
と
懸
念

府
政
転
換
と
結
び

府
政
転
換
と
結
び

学
習
、府
民
宣
伝
、対
話
へ

学
習
、府
民
宣
伝
、対
話
へ

日時：９月６日（火）18：30から
会場：エル・おおさか 大ホール
講演：堀尾　輝久さん

（東京大学名誉教授、元日本教育学会会長）

７
月
20
日 
教
育
文
化
府
民
会
議
で
宣
伝

７月27日 京橋で明るい会女性連絡会の大宣伝

５月27日府庁前で抗議行動

７団体発行の府民向けビラ大教組発行の職場討議資
料

「
処
分
」条
例
ゆ
る
さ
な
い
と
り
く
み
へ

「
処
分
」条
例
ゆ
る
さ
な
い
と
り
く
み
へ

　

全
国
に
例
を
見
な
い
条
例
で
の
「
君
が
代
・
愛
国
心
」
強
制
。「
教
育
は
２
万
％
強

制
」「
政
治
は
独
裁
で
」
と
語
り
、
９
月
府
議
会
で
は
強
制
・
命
令
に
従
わ
な
い
教
職

員
へ
の
「
処
分
」
を
含
む
全
面
的
な
教
育
統
制
条
例
（
仮
称
）
ま
で
提
案
す
る
と
い
う

橋
下
・
大
阪
維
新
の
会
。
教
育
へ
の
異
常
な
政
治
介
入
や
強
制
条
例
に
、
各
方
面
か
ら

懸
念
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
の
学
習
と
府
民
宣
伝
・
対
話
を
広
げ
、
強
制

条
例
廃
止
と
新
た
な
「
処
分
」
条
例
含
む
教
育
支
配
・
統
制
条
例
（
仮
称
）
を
許
さ
な

い
と
り
く
み
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「君が代」強制と「君が代」強制と
「処分条例」を許さない「処分条例」を許さない

府民集会府民集会

府民共同の府民共同の
力で力で


